平成２５年度 事業報告書

平成25年6月１日から平成26年5月31日まで

認定特定非営利活動法人　自由空間ポー
１　事業実施の結果
8期目は、前身の任意団体精神障害者小規模作業所運営委員会から数えて10年目にあたり、10周年記念行事の企画がスタートした。また、機関誌『ポー通信』の10周年記念号の編集も始まった。現法人運営においては、認定ＮＰＯを10月に取得できた。また、事業運営については、地域活動支援センター岩曽事業所が作業所時代から数えて10年になる。概ね順調に推移しているが、利用者数が増えてかなり手狭になってきた。新施設である地域活動支援センター戸祭事業所（支所）も設立後１年半を迎え、週3回の開所ではあるが地域の精神障害者の居場所として大切な役割を担っている。
人事面では、施設職員8名の体制で推移していたが、年度末に一身上の都合で1名が退職して、現在は7名体制である。子育てと仕事の両立に配慮することにより、経験豊かなスタッフを確保することができている。
ピアスタッフについては、ピアサポートブームの中、新鮮さは薄らいできた感があるが、その意義の重要性は変わらない。また、当法人のように一般職員と対等の処遇で働いているピアスタッフはまだまだ少ない。ピアスタッフ自身も力をつけてきているので、対外的な会議等にも出席する機会を増やして、当事者の可能性を広くアピールすることに努めた。
また、ボランティア団体（かたくりの会）との連携も順調である。新たな個人ボランティアも加えて、月にのべ15名ほどのボランティアが活躍している。地域福祉におけるインフォーマルな社会資源との連携という観点から積極的にボランティアの導入を試みた。
さらに、実習生を3名受け入れた。福祉人材の育成という課題のみならず、施設に外の風を入れるという点で、利用者、職員ともに良い影響を受けることができた。中でも1名は、例年にない県外の学校からの受け入れであり、実習指導施設としての役割も果たすことができた。
職員研修は、1名が10月に日本精神保健福祉士協会の基幹研修、１名が2月にメンタルネットinとちぎ、2名が3月に発達障害者支援の研修会に参加した。職員のモチベーションアップとスキルアップが図れた。一方、代表が、6月に精神保健福祉ボランティア全国大会、2月に全国ファンドレイジング大会に自費参加して、連携とマネジメント関連の研鑽を積んできた。
財務面では、約14万円の赤字となってしまった。利用者数は増加しているのだが、まだ採算ラインの利用者数にはとどいていない。試算では、月のべ80名ほど不足している。これは、新施設の開所日数の不足に起因していると思われる。さらに、新施設においては、新規の利用者募集を行っていないことも影響している。一方、運営費保障を受けた月は、今年度初めてゼロになった。ここ数年来の、保障を受けずに運営していくという財政的自立の目標を達成できた形である。運営費保証制度は、旧法の障害者自立支援法施行に伴う経過措置であったため、新法の障害者総合支援法が4月に施行された今後は実施の見通しが暗い。財政的自立は大きな課題であった。
さらに、栃木県民共済生活協同組合から寄付金100万円、とちぎコープ生活協同組合からＮＰＯ助成金20万円を頂いた。会員有志からの寄付も多々あった。宇都宮市社会福祉協議会からは歳末助け合いの配分金を頂き、クリスマス会を開催できた。とちぎボランティアネットワークのフードバンクからの食料提供も頻繁にあり利用者も喜んでいた。他に、住友ベークライト株式会社より梨の寄付も頂いた。ここ数年来、資金、物品による地域からの支えが多い。地域を大切にした法人運営が求められる。
支援内容としては、従来の居場所作りという路線に変化はない。就労支援施設が増える中、居場所のような施設は少なくなってしまった。当事者の多様な選択肢を確保するという観点からは問題があり、当施設の果たす役割は大きい。利用者数は、2つの施設を合わせて、のべ3243名（昨年度2989名）に上り、前年度比で約8％の増加であった。昨年度の増加割合20％よりは鈍ったものの、相変わらず地域の当事者の居場所へのニーズは高い。
就労支援については、就労支援専門機関（就業・生活支援センター）との連携も昨年度に引き続き順調に運んでいる。就労希望のあるメンバーについては、相談の上、センターにつなぐケースが多くなってきている。しかしながら、順調に就労、就労支援に繋がるものは少ない。就労支援機関と連携した丁寧な支援が求められている。
利用者像としては、例年と特に変わりはない。統合失調症、感情障害、神経症が多い。ここ数年、うつ病などの感情障害が増えている傾向がある。発達障害を抱えている者も数人おり、より専門性の高い支援を迫られている。
福祉的作業については、長年行ってきた石けん作りを取りやめた。某化粧品による健康被害が社会問題となる中、当施設の石鹸にも薬事法遵守が求められるようになった。しかしながら、弱小な福祉施設にとっては、薬剤師の常駐を始め困難なことばかりである。他に、雑貨品として薬事法の対象外で製造販売する選択肢もあったが、リスクが高いので、結局取りやめた。当初、利用者からは、作業存続の希望があったので、代替えの作業も検討したが、それも行っていない。スケジュールに余裕ができて、より丁寧に直接的な対人支援ができるようになったことが大きな理由である。さらに、これを契機に作業中心の就労支援施設への通所を希望する者も多くなった。利用者の自立へのモチベーションが高また訳である。生産施設ではなく、何もしなくても居られる居場所を大切にという当施設の方針に図らずとも一致した形となり、その役割を再認識した次第である。
イベントの参加及び開催状況は、次の通り。7月こころのフェスティバル（精神保健福祉センター）、9月うつのみやふれあい文化祭・わくわくアートコンクール（宇都宮市）、ソフトバレー大会（精神衛生協会）、10月岡本台病院まつり、11月カルフルとちぎ（栃木県障害者文化祭）、12月こころのリハビリソングフェア（精神衛生協会）、クリスマス会、4月お花見。利用者の社会参加のために、地域のイベントには、無理のない程度に積極的に参加し、施設のイベントも開催した。
最後に、会員有志による連絡会であるポー懇談会については、例年通り3回（11月、2月、5月）開催された。会員有志が参集して法人運営や利用者支援について情報共有や意見交換をした。当法人においては理事会と同様な大切な会議となっている。
以上
２　事業の実施に関する事項
	定款の事業名
	事業内容
	実施

日時
	実　施

場　所
	従事者の
人数
	受益対象者の範囲及び人数
	支出額

(千円)

	障害福祉サービス事業
	自立訓練事業

就労移行支援事業

非雇用型就労継続支援事業

雇用型就労支援事業

	実施

なし
	
	
	
	

	地域生活支援事業


	地域活動支援センター事業
	通期


	法人事業所
	職員8人
	精神障害者

のべ3,243人
	10,922

	精神障害者

小規模作業所運営事業


	日常生活支援

文化活動支援

就労支援
	実施

なし
	
	
	
	

	障害者に対する生活支援事業


	生活リハビリテーション
	実施

なし
	
	
	
	

	障害者に対する文化活動支援事業


	スポーツ交流活動
芸術活動支援


	実施

なし
	
	
	
	

	障害者に対する就労支援事業


	就労移行支援

就労継続支援
	実施

なし
	
	
	
	

	人権理解のための地域啓発事業


	地域交流活動
	実施

なし
	
	
	
	

	国際協力事業


	障害者による
フェアトレード事業

ユニセフ等協賛事業


	実施

なし

	
	
	
	

	環境福祉分野における創造事業


	障害者野外活動
	実施

なし
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